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筑波大学プラズマ研究センターでは、大型タン

デムミラー装置GAMMA 10/PDXの端部から流出
する高熱流プラズマ流を用いたダイバータ模擬実

験を行っている。この研究（E-divertor）の目的は、
非接触プラズマ運転の安定的制御の為の課題を解

決するために実機に類似した実験環境においてダ

イバータ模擬実験を行い、ITER，DEMOのダイバ
ータ開発に向けた必要な知見を得ることである。 
図１は、GAMMA 10/PDX西エンド部における実

験の概略図(a)と同部に設置したダイバータ模擬
実験モジュール（D-module）の概略図(b)、写真（c）
を示す。図１(a)に示すように端部ミラーコイルの
出口にカロリーメータとマッハプローブを設置し

熱流束と粒子束の同時測定を行っている。また、

ミラー端部真空容器には、端損失イオン流とその

エネルギー分布を計測する装置(ELIEA)が設置さ

れている。これらの計測器を用いて最近、高周波

波動(ICRF)と電子サイクロトロン加熱(ECH)によ

る追加熱で端部において、3.3×1023 m-2s-1の粒子束

の生成と、ECHによる短パルス入射によって、27 
MW/m2 の高熱流束の発生に成功した。 
ダイバータ模擬実験では、図１(b)に示すように、

D-module内に様々な放射冷却用ガスを導入し、V
字ターゲット上やコーナーギャップ部に設置した

静電プローブ／カロリーメータで形成した非接触

プラズマの特性を計測した。図２は、放射冷却ガ

スとしてNe, N2, Ar, Xeを導入した際にASDEXゲ
ージを用いて測定した内部ガス圧力に対するイオ

ン束と電子温度の依存性を示している。図から判

るようにイオン束の抑制と電子の冷却効果はXeが
最も高く、イオン束で数10分の１に、電子温度は
およそ2eV程度まで到達している。また、Neが最
も効果が低いこともわかる。一方、N2はArと同程
度の効果を示すが、低ガス圧領域でのイオン束の

抑制では、Arに比べ良好な性能を示していること
が判った。 
講演では、最近のダイバータ模擬実験の詳細、

並びに今後の将来計画として構想している高密度

定常直線装置の建設に向けた小型パイロット装置

の製作についての計画も紹介する。 

 
本研究は、以下の双方向型共同研究課題による援助に、

一部基づいて遂行されている。  (NIFS12KUGM066, 
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図 1 実験装置の概略図 (a) GAMMMA 10/PDX西エ
ンド部, (b) D-module内実験機器, (c) D-module写真 

 
図 2 D-module内 V字ターゲット上，及びコーナー部
で測定したプラズマパラメータの導入ガス圧依存
性，(a) イオン束 Γion , (b) 電子温度 Te . 


